
    

 
2022 年 3月 8 日 

各  位  

会 社 名 ヤマウホールディングス株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役社長 有 田  徹 也 

（JASDAQ・コード番号5284） 
問 合 せ 先  
 
役職・氏名 経営管理部長 倉 智  清 敬 

電 話 ０９２－８７２－３３０１ 

 

株主による臨時株主総会の招集請求に関するお知らせ 
 

当社は、当社株主より、会社法第 297 条第 1項の規定に基づき臨時株主総会の請求（以

下、「本請求」という。）に関する書面（2022 年 2 月 28 日付「株主総会招集請求書」）

（以下、「本書面」という。）を 2022 年 3 月 3 日に受領し、本日 3 月 8 日に個別株主

通知を受領・確認が完了いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．請求者の概要  

 平松 裕将氏 

請求者は、当社の総株主の議決権の 100 分の３以上の議決権を６か月前から引

き続き保有している株主であります。 

  

２．本請求の内容  

 （1） 株主総会の目的たる事項  

 議題１ 取締役 有田徹也氏解任の件  

 

 （2） 招集の理由及び議案の要領   

  本書面の「招集の理由」及び「議案の要領」の全文を別紙として添付しております

ので、ご参照ください。 

  

３．本請求に対する当社の対応方針  

  本請求に対する当社の対応方針につきましては、本請求の内容を慎重に検討の

うえ、決定次第速やかに開示いたします。 

   

 

以  上 
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（別紙） ※本書面の記載のままです。 

 

第１ 株主総会の目的である事項 

議題１ 取締役 有田徹也氏解任の件 

 

第 2 招集の理由 

 有田徹也氏は 2020 年 12 月 25 日開催のヤマウ臨時株主総会で株主（平松裕将）から

の株主提案（取締役 1名選任の件）を侵害し、株主の権利を奪った。 

 有田徹也氏は当時、取締役副社長の要職に在りながら、臨時株主総会開催スケジュー

ルの誤り（営業日ベースで 3日間しか猶予がない状況でヤマウに個別株主通知手続きを

完了させて株主提案を行う事は不可能【不可能証明資料別紙参考】であり、ヤマウの臨

時株主総会開催スケジュールの設定に明らかな誤りがあり、株主提案権を行使できない

臨時株主総会だった）を知りながら、強行突破的に臨時株主総会を開催した。 

 当時、ヤマウ執行役員だった倉智清敬氏を通じて株主（平松裕将）から再三に渡り開

催スケジュールの誤りを指摘され再考を促されたが考えを改めないで強行開催した。よ

って、株主（平松裕将）から臨時株主総会取消訴訟を提起され、多数の人員、多額の弁

護士費用でヤマウの株主資本をも浪費させ多大な損害を与え続け、上場企業としての信

用も失われた。その中、現在係争中の裁判で有田徹也氏は下記の通り主張（下線＿原文

のまま）している。【仮に原告（平松）の株主提案を招集通知に記載していた場合であ

っても、同議案が決議され原告が選任される余地は皆無】【原告（平松）の提案を本件

臨時株主総会において検討、考慮することが必要、かつ、有益であったとは認められな

い】【仮に被告（ヤマウ）の対応について何らかの違法性を観念し得るとしても、決し

て重大なものとはいえない】 このように有田徹也氏は、裁判の中でも株主の権利を軽

視し、愚弄し、冒涜し続けている。株主提案議案は主権者である株主が株主総会の場で

判断するべき事柄であるのに何を考えてか主権は己にあるものと思い込んでいる。 

 有田徹也氏は上場企業経営者として求められる、株主の権利の確保、株主の利益、公

正性、透明性などについての考えが皆無である事も明らかになった。よって、一刻も早

くヤマウホールディングスに適正な企業統治体制を取り戻す為に有田徹也氏を即刻解

任するために臨時株主総会を招集する必要がある。 

 

 

提案事項 

議題１ 取締役 有田徹也氏解任の件 

 

議案の要領 

取締役 有田徹也氏を解任する。 
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提案理由 

有田徹也氏は 2020 年 12 月 25 日開催のヤマウ臨時株主総会で株主（平松裕将）から

の株主提案（取締役 1名選任の件）を侵害し、株主の権利を奪った。 

 有田徹也氏は当時、取締役副社長の要職に在りながら、臨時株主総会開催スケジュー

ルの誤り（営業日ベースで 3日間しか猶予がない状況でヤマウに個別株主通知手続きを

完了させて株主提案を行う事は不可能【不可能証明資料別紙参考】であり、ヤマウの臨

時株主総会開催スケジュールの設定に明らかな誤りがあり、株主提案権を行使できない

臨時株主総会だった）を知りながら、強行突破的に臨時株主総会を開催した。 

 当時、ヤマウ執行役員だった倉智清敬氏を通じて株主（平松裕将）から再三に渡り開

催スケジュールの誤りを指摘され再考を促されたが考えを改めないで強行開催した。よ

って、株主（平松裕将）から臨時株主総会取消訴訟を提起され、多数の人員、多額の弁

護士費用でヤマウの株主資本をも浪費させ多大な損害を与え続け、上場企業としての信

用も失われた。その中、現在係争中の裁判で有田徹也氏は下記の通り主張（下線＿原文

のまま）している。【仮に原告（平松）の株主提案を招集通知に記載していた場合であ

っても、同議案が決議され原告が選任される余地は皆無】【原告（平松）の提案を本件

臨時株主総会において検討、考慮することが必要、かつ、有益であったとは認められな

い】【仮に被告（ヤマウ）の対応について何らかの違法性を観念し得るとしても、決し

て重大なものとはいえない】 このように有田徹也氏は、裁判の中でも株主の権利を軽

視し、愚弄し、冒涜し続けている。株主提案議案は主権者である株主が株主総会の場で

判断するべき事柄であるのに何を考えてか主権は己にあるものと思い込んでいる。 

 有田徹也氏は上場企業経営者として求められる、株主の権利の確保、株主の利益、公

正性、透明性などについての考えが皆無である事も明らかになった。よって、一刻も早

くヤマウホールディングスに適正な企業統治体制を取り戻す為に有田徹也氏を即刻解

任する必要がある。 

 

以上 

3












